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③
森
林
の
総
合
的
利
用
の
推
進

　

安
蔵
森
林
公
園
、
と
っ
と
り
出
合
い

の
森
、
鳥
取
自
然
休
養
林
（
旧
城
山
国

有
林
）、
三
滝
林
間
施
設
な
ど
、
森
林

と
親
し
む
空
間
の
活
用
に
努
め
る
と
と

も
に
、
森
林
の
も
つ
公
益
的
機
能
に
対

す
る
市
民
の
理
解
を
深
め
、
市
民
グ
ル

ー
プ
や
地
域
・
学
校
活
動
な
ど
に
よ
り

森
林
を
守
り
育
て
る
「
市
民
参
加
の
森

づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

④
林
業
生
産
基
盤
の
整
備

　

間
伐
な
ど
の
森
林
施
業
を
効
率
的
に

推
進
す
る
た
め
、
林
道
、
作
業
道
の
計

画
的
な
整
備
促
進
に
努
め
ま
す
。

①
担
い
手
の
育
成

　

漁
業
関
係
団
体
と
協
調
し
て
、
漁
船

リ
ー
ス
事
業
、
青
年
就
業
者
の
技
術
習

得
に
対
す
る
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
指
導
な
ど

に
支
援
を
行
い
、
漁
業
後
継
者
お
よ
び

新
規
就
業
者
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

②
販
売
・
流
通
体
制
等
の
整
備

　

漁
業
協
同
組
合
の
販
売
体
制
を
強
化

し
て
、流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
、

衛
生
的
で
安
全
・
安
心
な
水
産
物
の
提

供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
水
産
物
の
地

産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
県
と
連
携
し
て

増
殖
場
の
整
備
を
進
め
、
鳥
取
ブ
ラ
ン

ド
松
葉
が
に
の
資
源
確
保
に
努
め
ま

す
。

⑤
漁
業
経
営
の

近
代
化

　

漁
業
経
営
の

近
代
化
を
図
る

た
め
、
漁
業
団
体

な
ど
に
よ
る
経

営
指
導
に
努
め

る
と
と
も
に
、
漁

業
制
度
融
資
の

充
実
と
活
用
促

進
に
努
め
ま
す
。

⑥
水
産
業
生
産

基
盤
の
整
備

活
気
あ
ふ
れ
る

水
産
業
の
振
興
を

生
産
者
の

声

③
都
市
と
漁
村
と
の
交
流
促
進

　

海
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
に
取
り
組
み
、
体
験
漁
業
や
体
験
乗

船
な
ど
都
市
と
の
交
流
を
進
め
、
漁
業

へ
の
理
解
と
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
努

め
ま
す
。

④
水
産
資
源
の
増
殖
・
保
全

　

沿
岸
漁
業
・
内
水
面
漁
業
の
資
源
確

保
の
た
め
、
養
殖
や
放
流
な
ど
、
つ
く

り
育
て
る
漁
業
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
湖
山
池
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
事
業

な
ど
に
取
り
組
み
、
漁
場
環
境
の
保
全

   45 年間、林業に携わっていま
す。主に、スギ、ヒノキの植林か
ら下刈りや枝打ちなどの育成・管
理をしていますが、木材の生産は信用が第一な
ので、山は手入れが欠かせません。枝打ちをす
れば日が当たり木が元気になり、間伐をすれば
他の木の発育を助けることができます。山は僕
にとって永遠の恋人。木と会話をしながら作業
をしています。ボランティアで県内の荒れてい
る山の手入れもしていますが、最近、手入れ不
足で放置されたままになっている山が多くなっ
ているのが気がかりです。また、後継者が少な
くなっているのがとても心配されるところ。こ
れは日本全体の大きな課題だと思います。

木材・しいたけ生産
土居　衛さん /どいまもる

高路・82歳

後継者不足が大きな課題生
産
者
の

声

　

防
波
堤
や
防
砂
堤
な
ど
の
漁
港
施
設

の
整
備
、
魚
礁
の
設
置
に
よ
る
水
産
資

源
の
増
大
、
藻も

場じ
ょ
うの
増
殖
に
よ
る
海
産

資
源
の
増
大
を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
、
生
産
者
や

生
産
団
体
と
連
携
し
て
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
農
山
漁
村
地
域
の
振
興
に
努
め

ま
す
。

　高校を卒業して2年間、会社員をした後、
漁師になりました。子どものころから海が好き
で、漁師である父の背中を見て育ち、自分も
海で仕事をして生活の糧にしたいというのが
夢でした。以前の漁業は、網を張って魚を待っ
ていましたが、現在は、魚群探知機などの機
器が発達し、魚を探して獲りに行っています。
また、船のエンジンも大きくなって、境沖から
岩美沖を一晩で往復することもできるようにな
り、操業範囲が広くなりました。今後は、獲る
漁業から放流などを行い育てる漁業を確立し、
収入を安定させる漁業をめざしていきます。ま
た、子どもが 3人いますが、１人でも漁師にな
ってくれたらなと思います。

刺し網漁
植嶋 浩一さん
/うえじまこういち

気高町酒津・41歳

育てて獲る
漁業の確立を


